
７ 新しい世の中 ―明治・大正・昭和の津島― 

 （１）牛頭
ご ず

天王
てんのう

から津島
つ し ま

神社
じんじゃ

へ 

中世以来津島社はお天王様あるいは津島牛頭
ご ず

天王社と呼ば

れ、牛頭天王をまつっていました。牛頭天王は、日本の風土か

ら生まれた神であり、インドや中国、日本の神々の習合から生

まれたものです。疫病
えきびょう

退散
たいさん

の神。医学が不十分な時代に病気か

ら身を守ることは切実な願いでした。そんな中、明治政府は、

江戸時代までの神仏
しんぶつ

習合
しゅうごう

を改め、神道と仏教との分離を推
お

し進

める神仏
しんぶつ

分離令
ぶ ん り れ い

（1869 年）を出しました。津島牛頭天王社では、

激しい廃仏
はいぶつ

毀釈
きしゃく

運動
うんどう

（仏像を捨てたりこわしたりすること）は

おきませんでしたが、神宮寺
じ ん ぐ う じ

・鐘楼
しょうろう

が取り払われ、仏教にかか

わるものが境内
けいだい

からなくなりました。牛頭天王像も興
こう

禅寺
ぜ ん じ

（今

市場町）に移されました。明治２年(1869)には、津島神社と名

前を改め、建速
たてはや

須佐之男
す さ の お

命
のみこと

をまつりました。今までの牛頭天

王信仰はなくなりました。 

 

 

 

（２）尾張
お わ り

木綿
も め ん

 

 衣服の歴史を振り返ると、麻
あさ

・綿
わた

・絹
きぬ

などが材料として使わ

れてきました。地域により、また時代により違いがあります。

尾張地方においても綿が中心であった地域と絹が中心であった

地域とに分かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

神仏
しんぶつ

分離
ぶ ん り

は「神様、仏様」の両者を 敬
うやま

い、

お詣
まい

りする私たち日本人の江戸時代までの

生活とは大きく違
ちが

うものでした。  

（右・左）佐織
さ お り

縞
じま

の織物 



江戸時代以降の海部・津島地域は綿（木綿）が中心でした。

そのため、天保７年（1836）の『尾張
お わ り

名物
めいぶつ

見立
み た て

番付
ばんづけ

』（尾張地方

の名物についての番付）でも、「綿
めん

結城
ゆ う き

縞
じま

」（尾張木綿）が宮
みや

重大根
しげだいこん

、

瀬戸物
せ と も の

、有松絞
ありまつしぼり

、常滑
とこなめ

焼
やき

、津島団扇
う ち わ

、あかだと共に番付の上位

に並んでいました。江戸時代の後半になると尾張藩では、大坂

と同じように工場制
こうじょうせい

手工業
しゅこうぎょう

（マニュファクチュア）が発達しま

した。木綿や絹を織る機械
き か い

と織
お

り子を機
はた

部屋
べ や

に集めて行いまし

た。麩屋
ふ や

町の本蓮寺
ほ ん れ ん じ

の門前には、門口１４・１５間（２５～２

７メートル）の機部屋があったと言われています。   

一宮
いちのみや

・起
おこし

・笠松
かさまつ

でつくられた桟留
さんとめ

縞
じま

・結城
ゆ う き

縞
じま

（美濃
み の

結城
ゆ う き

縞
じま

）

などの高級な織物に対し、この辺りでは佐織
さ お り

縞
じま

とよばれる丈夫
じょうぶ

で洗濯
せんたく

に強い木綿がつくられました。 

佐織縞は、延享年間
えんきょうねんかん

（1744～1748）に甚目寺
じ も く じ

・新居屋
に い や

の山田

家で始まったと言われています。また江戸時代の終わり頃、

海東郡
かいとうぐん

佐
さ

折
おり

村
むら

（愛西市）で、結城
ゆ う き

縞
じま

にならって織り出したのが

始まりとも言われています。いずれにしても幕末～明治の初め

にかけて、尾張藩
お わ り は ん

の応援もあり、農家の副業として盛んとなり

ました。農家の女性は地機
じ ば た

とよばれる機織
は た お

りの機械を借り受け、

家で佐織縞を織ります。織った分、お金をもらうことができま

した。この賃機
ちんばた

という内職により、佐織縞はたくさんつくられ

ることになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左 機織
は た お

りと右 縞帳
しまちょう

 



 

 

 

尾張藩は「佐織
さ お り

縞
じま

元締
もとじめ

」を選び、仮会所
かりかいしょ

（商品・材料を扱う

場所）を米之座
こ め の ざ

におきました。「津島組」「木田
き だ

組」という世話

方（役員）も決めました。佐織縞は他の木綿と比べると安く、

もっぱら農作業用の服として利用されました。全国に向けて販

売されましたが、特に東京と北海道・東北・九州などの農業の

盛んな地域で売られました。 

 明治２６年（1893）には佐織
さ お り

縞
じま

木綿
も め ん

機業
きぎょう

組合
くみあい

ができました。

海東郡・海西郡・中島郡の尾張地方西南部の 3 つの郡で佐織縞

を織る人たちが会員となりました。ところが多くの人たちがた

くさん佐織縞を作るようになると品質の悪い製品も売られるよ

うになりました。その時、角田市郎
すみだいちろう

兵衛
べ え

が中心となった柿屋
か き や

組

が佐織縞の改良に取り組みました。柿屋というのは当時流行し

た佐織縞の柄
がら

の名前です。津島の名物に柿屋
か き や

饅頭
まんじゅう

という酒
さか

饅頭

がありますが、この名前も饅頭の色が柿屋の柄に似ていたため

とも、柿屋組の名前を後の時代に残すためとも言われています。 

この饅頭の名は、近江
お う み

商人
しょうにん

として有名な二七
に し ち

翁
おう

塚本
つかもと

源三郎
げんざぶろう

が付

けました。 

 ところが、明治２４年（1891）濃尾
の う び

大震災
だいしんさい

が起き、明治３０

年（1897）大雨により佐屋
さ や

川
がわ

が鵜多須
う た す

（愛西市）で決壊
けっかい

しまし

た。佐織縞を作ってきた工場は、この２つの自然災害により大

きな被害を受けました。佐織縞を織ってきた高機
たかばた

も使用できな

くなりました。この高機に代わって動力機械による機織りが始

まると佐織縞は振るわなくなりました。こうして明治の終わり

頃には、海部津島地方では、佐織縞をはじめとした尾張木綿の

生産が少なくなっていきました。 

 

尾張木綿の技術と織り子たちが、次の

毛織物工業の発展の基
もと

になりました。  



（３）片岡
かたおか

春
はる

吉
きち

と毛織物 

 動力機械による機織りが始まると、安い 

値段の海外の綿を使用するようになりまし 

た。明治３０年代には、尾張木綿は大変苦 

しい状況となりました。その頃、津島の近 

代工業をになうキーマンの若者があらわれ 

ました。大きな夢をもった若者の名前は片 

岡春吉と言います。 

片岡春吉は明治５年（1872）、養老郡
ようろうぐん

多良
た ら

村
むら

 

（大垣市上石津
か み い し づ

町）で三輪
み わ

定右
さ だ

衛門
え も ん

の子とし 

て生まれました。尋常
じんじょう

小学校卒業後、手織機
て し ょ っ き

 

の部品（竹
たけ

筬
おさ

）を作っている店に年限満７年 

の弟子
で っ ち

奉公
ぼうこう

に出ました。せっせと人一倍働く春吉の働きぶりに

感心した津島町の「筬孫
おさまご

」の主人片岡孫
かたおかまご

三郎
さぶろう

は、春吉なら店の

将来を任せられると思い、明治２５年(1892)、春吉２０歳のと

きに、一人娘しげと結婚させました。   

春吉は家業の筬
おさ

づくりから脱皮して織物業に挑戦したいと

考えていました。そこで、全国の主要
しゅよう

織物
おりもの

産地
さ ん ち

を訪ね歩きまし

た。京都の西陣
にしじん

や群馬の桐生
きりゅう

では、できた織物や織機について

様々なことを尋
たず

ねました。しかし、いまさらこれらの技術を津

島にうつすことは難しいと考えました。西陣や桐生の織物がこ

れから発展する織物業と考えることもできませんでした。こう

して春吉は、当時の綿や絹織物に見切りをつけ、毛織物に目を

つけたのです。春吉が日清
にっしん

戦争
せんそう

に従軍し、毛織物の軍服に袖
そで

を

通したことも大きな原因と考えられます。  

明治２９年（1896）、春吉は東京モスリン（大東
だいとう

紡織
ぼうしょく

）に見習
みならい

工
こう

として入社しました。毛織物を始めたいという願いをもつ春

吉はわずか 2 年間で、モスリンをつくるための技術と知識を身

 
天王川公園

に あ る 片岡
かたおか

春
はる

吉
きち

翁
おう

銅像 



につけることができました。一台の手織機をお土産
み や げ

に、津島に

帰ってきました。  

その後、孫三郎と春吉は店で稼
かせ

いだ全財産
ぜんざいさん

を投入し、さらに

借金までして、用地を手に入れ工場を建てました。最初、東京

から持ち帰った手織機をもとにモスリンの製造
せいぞう

を試みましたが、

失敗し、こんどはセルに挑戦しました。モスリンもセルも着物

用の毛織物で、セルは夏物
なつもの

単衣
ひ と え

着物地
き も の じ

やはかま用の薄い毛織物

でした。  

その間、家計は窮乏
きゅうぼう

し、毛織物の材料である毛糸すら必要な

数量をまとめて買うことができませんでした。一俵の毛糸を数

十回に分けて買い入れ、名古屋まで約２０ｋｍの道を背負って

持ち運びました。春吉は研究に片岡家の財産
ざいさん

を使い切ってしま

いました。  

世間の人は冷たく、誰
だれ

一人
ひ と り

春吉に援助
えんじょ

の手を差し伸べてくれ

ませんでした。借金取りが来ても払うお金がありません。春吉

は食事もろくに取らず、夜が更
ふ

けるのも忘れて、仕事に夢中に

なることがしばしばあったそうです。春吉は尾張
お わ り

木綿
も め ん

を織って

いた髙機を改良し、毛織物用の片岡式二幅
かたおかしきにそう

織機
しょっき

をつくりあげま

した。農家の副業として毛織物を織ることができるようにしま

した。  

そんな苦労の末、長年の研究の成果であるセルを次々と

博覧会
はくらんかい

に出展しました。数々の博覧会で春吉の毛織物は大いに  

 

 

 

 

 

 

 

 

モスリンとブドーセル 

 

研 究 に 夢中
むちゅう

と な

り、米を買うお金

さえもなくなり

ました。  



 

 

 

 

 

 

      大正時代の片岡毛織と仕事の様子 

評価
ひょうか

を受け、にわかに脚光
きゃっこう

をあびることになりました。  

しかし、春吉はこれだけでは満足せずさらに上を目指しまし

た。手織機では大量生産
たいりょうせいさん

ができないという問題がありました。

機械を購入
こうにゅう

しましたが、購入費は莫大
ばくだい

で、 蓄
たくわ

えた財産をほぼ

使い果たしてしまいました。春吉はこの機械を使ってお金を儲
もう

けようとは考えておらず、ただ輸入品
ゆにゅうひん

にも負けない優
すぐ

れた毛織

物を自らの手で作り出したいと思うだけでした。輸入織機の全

部品が届きました。組み立ては自分たちで行わなければいけま

せん。組み立ての説明書はドイツ語や英語で書かれています。

春吉は自ら陣頭
じんとう

指揮
し き

に立ち、時間を忘れて機械の組み立てや据
す

えつけをしました。機械部品の一つ一つをていねいに点検し、

不具合のある部品には改良を重ねました。  

明治４２年 (1909)９月すべての織機の設置が完了します。の

ちに、イギリスの機械
き か い

技術者
ぎじゅつしゃ

が見学に訪れた時、機械の専門家
せ ん も ん か

が

いない春吉の工場で、織機が少しの狂いもなく組み立てられ、

運転していることに感嘆
かんたん

の声をあげたそうです。明治４４年に

は手織機１６０台、動力織機２０台を備え、生産力は飛躍的
ひ や く て き

に

増大
ぞうだい

しました。春吉が２５才で毛織物をはじめ、寝る間も惜し

んで研究した成果が、縞
しま

セルを大量生産できる体制として出来

上がりました。片岡の名は日本中に知れ渡り、片岡の毛織物は、

国内のみならず海外にも輸出されるようになります。  

  



春吉の成功を見て、尾張西部の綿織物業の人たちは縞セルの

生産を行うようになりました。毛織物を仕上げる染色整理を研

究していた墨
すみ

清太郎
せ い た ろ う

により艶
つや

金
きん

がつくられ、この地方だけで毛

織物製品が完成品として仕上げられることになりました。また

一宮の木
き

全角
またかく

次郎
じ ろ う

はドイツから毛織物機械を買い入れ、大量生

産ができる体制を整えました。 

日露
に ち ろ

戦争(1904 年)が始まり軍事用の服地の需要が増えると、

生産量もそれにつれて増加し、第一次世界大戦で織物輸入が途

絶えると、国産品が愛用され、尾張地方はその特産地としての

名声を得ました。 

この頃は「時計の振子
ふ り こ

がひと振りするごとに１０円（現在の

１万円）もうかる」と言われるほどでした。片岡毛織の工場に

動力織機が導入されると撚糸
ね ん し

（糸をねじりあわせて強くする）

や染色
せんしょく

についても同じ工場で一貫して行うことができるよう

になりました。この地方では毛織物産業が急速に発展しました。 

春吉のすばらしいところは、自ら苦心し研究した成果を独り

占めすることなく尋
たず

ねてくる人にはその技術のすべてを惜しむ

ことなく教えたところです。工場の設計・染色・整理の技術か

らお金の準備の方法にいたるまで懇切
こんせつ

丁寧
ていねい

に教えました。その

おかげで津島をはじめ尾張西部地方は、有数の毛織物産業地帯

として発展しました。このような地域への献身
けんしん

によって春吉は、

「毛織物界の父」と呼ばれるようになったのです。明治４３年 

 

 

 

 

 

  

  

 

工場での春吉          春吉の肖像 



 

 

 

 

(1910)、春吉は豊田式
と よ た し き

織機
しょっき

を発明した豊田
と よ だ

左
さ

吉
きち

とともに実業
じつぎょう

功労者
こうろうしゃ

として天皇陛下から表彰されました。 

毛織物工場では女性の従業員がたくさんいました。女工
じょこう

・

機織
は た お

り・織
お

り子・バタン子と呼ばれ、津島の町は若い女の人た

ちでいっぱいになりました。１日の労働は、朝の６時から夜は

８時まで。昼食と夕食時間のほか午後３時に休憩
きゅうけい

がありました。 

休日は１ヶ月に２回と決まっていましたが、今日に比べると厳

しい条件で働いていました。  

大正 8 年（1919）、春吉は三重県に広い土地を買い、羊の牧

場をつくる計画を立てました。残念ながら羊を飼うには水が少

なく、牧草を育てることができませんでした。春吉は原毛から

織物までの一貫
いっかん

した生産を願っていました。新たな仕事にチャ

レンジすることを忘れませんでした。  

大正 9 年（1920）になると、第一次世界大戦のあとの戦後
せ ん ご

恐慌
きょうこう

（景気が悪くなること）が起きました。第一次世界大戦中、ロ

シアからの軍服の注文で調子の良かった毛織物も輸出が 3 分の

1 以下に減ってしまいました。そのため小さな会社はつぶれて

しまいました。津島の毛織物工場も破産
は さ ん

が続きました。春吉は

この苦しみの中、お金を用意して数多くの工場を救いました。

津島のほとんどの毛織物工場は、この時春吉からなんらかの

尾西
び さ い

地方
ち ほ う

が「毛織物
け お り も の

王国
おうこく

」となったのは大正

６年 (1917)。毛織物が綿織物の生
せい

産額
さんがく

を抜

き、全国の繊維業
せんいぎょう

の中心となりました。  

毛織物工場の女性
じょせい

従 業 員
じゅうぎょういん

の１日の食事。朝食

は米・みそ汁とこうこ（たくわん）２切。昼

食は米・おから・こんにゃく。夕食は米・野

菜・魚・豆腐
と う ふ

・油あげでした。  



援助
えんじょ

を受けたと言われています。春吉は、毛糸を紡
つむ

ぐ部門のた

めに準備していたお金を使い切りました。念願
ねんがん

であった紡績
ぼうせき

部門
ぶ も ん

への進出をあきらめることになりました。  

春吉は毛織物を盛んにするため、尾西地方に他の会社と協力

して、尾西
び さ い

毛織
け お り

・津島
つ し ま

織
しょく

布
ふ

・内外
ないがい

紡績
ぼうせき

・津島
つ し ま

染色
せんしょく

整理
せ い り

などの

会社をおこし、社長や役員となり活躍しました。大正１１年

（1922）には、津島
つ し ま

信用
しんよう

組合
くみあい

をつくり初代組合長となりました。  

大正１３年（1924）２月１０日片岡春吉は５２歳の若さで突

然なくなりました。腸チフスだったとも風邪
か ぜ

をこじらせたとも

言われています。津島の 成
じょう

信坊
しんぼう

で行われた告別式では、降りし

きる雪の中でしたが、その死をいたみ 3000 名をこえる長蛇
ちょうだ

の列

が続いたそうです。彼の一生を振り返ると片時の休みもなく、

毛織物のために働き通しの一生であったと思われます。 

昭和１１年（1936）津島の毛織物業界は、「毛織物の父」片

岡春吉の功績
こうせき

を永久に称えようと顕彰
けんしょう

碑
ひ

を天王川公園に建立
こんりゅう

しました。第二次世界大戦の時、銅像は武器に加工され、姿を

消しましたが、昭和２８年（1953）に再びつくられ現在にいた

っています。 

春吉の死後、サラリーマンの服装は着物から洋服へと変化し

ました。また戦争のため毛織物を利用した軍服が必要となりま

した。この地域に日本
に ほ ん

毛織
け お り

・大東
だいとう

紡績
ぼうせき

など大きな会社が進出し

たこともあり、津島から尾西・一宮は、国内毛織物生産の五割

以上を生産しました。まさに日本の毛織物王国となっていきま

した。 

 

 

津島には片岡毛織のほか、横井
よ こ い

毛織・浅
あさ

長
ちょう

毛

織・児玉
こ だ ま

毛織・寺田
て ら だ

毛織など１００名を超
こ

え

る従 業 員
じゅうぎょういん

が 働
はたら

く工場がありました。  



 

 

 

 

 

 

 

       昭和時代の片岡毛織と織物工場 

第二次世界大戦で毛織物は大きな打撃
だ げ き

を受けましたが、戦後

の衣料不足により立ち直り、「ガチャ万」（ガチャンと織れば万

のお金が手に入る）と言われる全盛期を迎えました。津島の各

工場には若い女性の集団
しゅうだん

就 職
しゅうしょく

により活気にあふれました。昭

和４０年代まで「ウールの津島」として全国にその名をとどろ

かせました。しかし、日本の国の経済成長などにより円高が進

み、安い海外の衣料が輸入されました。また若い人たちのウー

ル地離れもあって、尾西地方の毛織物王国は低迷しています。

かつて街のどこでも見かけたノコギリ屋根の織物工場は姿を消

していきました。織物を染める匂
にお

いもいつしか街角
まちかど

からなくな

りました。あれだけ若い女性工員であふれた津島駅前の天王通

りも、シャッターの降りる店が多くなってしまいました。  

平成１８年（2006）、片岡毛織が繊維業
せんいぎょう

から撤退
てったい

しました。

ちょうど春吉がドイツから機械を取り寄せて百年の月日が流れ

ていました。春吉のお陰で津島は毛織物の街として百年の繁栄
はんえい

を築きました。次世代、津島の街を再び 甦
よみがえ

らせる「片岡春吉」

はもう生まれているのでしょうか。  

 

 
 

津島
つ し ま

毛織
け お り

工業
こうぎょう

組合
くみあい

・ウール会館
かいかん

があり、

毛織物王国の歴史を残しています。  



コラム７ 放課
ほ う か

があるのは愛知県だけ？ 

 

 授業と授業の間の時間を「休み時間」 

「休憩
きゅうけい

時間」「○○分休憩」と言います。 

愛知県の学校では「放課」、お昼の長い放 

課を「昼放課」と言います。１日の授業が  明治の校則簿 

終わった後を全国的に「放課後」と言いますが、休憩時間を「放 

課」と呼んでいるのは愛知県だけのようです。愛知県以外で学

校生活を送った人から「放課ってどんな時間？」と質問をいた

だきます。この言葉について時々「愛知県の不思議」として取

り上げられますが、調べてみるとおもしろいことがわかりまし

た。 

 「放課」という言葉が初めて使われたのは明治６年(1873)の

『愛知県
あ い ち け ん

義校
ぎ こ う

規則
き そ く

』です。「毎日午前１０時より１１時まで 午

後１２時より午後１時までの両度を放課とする」と決められま

した。さらに明治１５年(1882)の『愛知県小学教則』では「授

業の合間を放課とし」、「１０分間の放課を与える」と決められ

ました。こうして愛知県では休み時間のことを放課と呼ぶよう

になりました。 

 もともと「放課」とは「課業
かぎょう

」（学習・授業・科目）を放
はな

つと

いう意味です。学習や授業が行われない時間ということになる

のでしょうか。「休み時間」は休むことを大切にした言葉ですが、

「放課」は授業の合間であり、授業を行うことを大切にした言

葉と言えるかもしれません。 

 愛知県のお隣の岐阜県・三重県・静岡県・長野県では「放課」

と言う言葉が明治時代の条例で決められることはありませんで

した。こうして愛知県だけが休み時間のことを「放課」と呼ぶ

ようになりました。 

 



コラム８ 津島は相撲
す も う

のまち？弓道のまち？ 

 

 愛知県で国民
こくみん

体育
たいいく

大会
たいかい

が開
かい

催
さい

されたのは二度。昭和２５年

（1950）の第５回「愛知国体」と平成６年（1994）の第４９回

「わかしゃち国体」です。第５回の愛知国体では当時天王川公

園にあった津島市相撲場を会場として相撲大会が、また第４９

回のわかしゃち国体では錬成館弓道場を会場とした弓道大会が

開催されました。 

 第５回「愛知国体」では文部省が主催者に加わり、開催県の

愛知県は後援にまわりました。大会旗リレーは東京都千代田区

から名古屋市までを総勢 4,000 人でリレーしました。この大会

から初めて炬
きょ

火
か

が点火されることとなりました。津島市では天

王川公園の真ん中にあった市相撲場（現在の天王川公園時計

塔・植え込みの辺り）で開催されました。 

 第４９回「わかしゃち国体」では、スローガンを「いい汗キ

ャッチ！生き生き愛知」、大会マスコットは「シャッチー」。同

時に行われた全国
ぜんこく

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ大会は「ゆめぴっく愛知」

と呼ばれました。津島市では真新しく開館したばかりの津島市
つ し ま し

錬成館
れんせいかん

弓 道 場
きゅうどうじょう

で弓道大会が開催されました。「今、津島は弓の

香」がキャッチフレーズとなりました。 

 津島市の特色としてこの２つのスポーツが大変盛んとなって

います。平成２５年で、第３６回学童
がくどう

相撲大会や第３４回錬成

大会（剣道・柔道・弓道・相撲）第１９回わかしゃち国体記念

遠的弓道大会、第３８回津島神社奉納武道大会などが続いて行

われています。大相撲名古屋場所で「大鵬部屋」が長く津島に

逗留したことも相撲熱を高めました。現在も津島の子どもたち

は一度は相撲や弓道などの武道を経験し、成長しています。 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E9%83%A8%E7%9C%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%8D%E5%8F%A4%E5%B1%8B%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%A8%E5%9B%BD%E8%BA%AB%E4%BD%93%E9%9A%9C%E5%AE%B3%E8%80%85%E3%82%B9%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%84%E5%A4%A7%E4%BC%9A


コラム９ 「信長めし」「うつけもの」「津島ジンジャー」「海部
か い ぶ

津島
つ じ ま

ビール」って？ 

津島には、織田
お だ

信長
のぶなが

が深く信仰
しんこう

した津島神社や、５００年以

上の歴史をもつ尾張津島天王祭などかあります。ところが郷土

料理やグルメが少ないようです。そこで、津島商工会議所が中

心となって「信長めし開発プロジェクト」が誕生
たんじょう

しました。歴

史や食文化を生かし、この地にゆかりのある織田信長にちなん

だ料理が「信長めし」です。 

「あかだ・くつわ」「重箱
じゅうばこ

うどん」のような津島名物を目指

してつくられたのが「うつけもの」（ごずみそと青
かり

瓜
もり

を使ったお

漬物）「津島生姜（ジンジャー）」（瓜
うり

と生姜
しょうが

と昆布
こ ん ぶ

と唐辛子
と う が ら し

によ

るお漬物
つけもの

 パスタや炒飯
ちゃーはん

の味と合います）「津島生姜
ｼﾞﾝｼﾞｬｰ

カレー」

（津島生姜と名古屋コーチン、ごずみそを加えた大人の辛口
からくち

カ

レー）です。ごずみそとは津島神社に奉納される味噌のことで

す。 

 海部津島（かいぶつじま）ビールと呼ぶそうです。津島に

誕生した地
じ

ビールです。もともと海部地区は水が豊かで、日

本酒が数多く造られてきました。鶴見
つ る み

酒造
しゅぞう

がつくったコクと

キレのある地元のビールです。  

    

津島生姜     津島生姜カレー  海部津島ビール 
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